
ポストコロナ時代の
高齢者へのICT利用
支援活動のありかた

資料５



老テク研究会はICTで
家庭介護を変えたい

• 老テクとは老人を助けるテクノロジー。
• 笑顔の介護を目指して、高齢者や介護者、特に
家庭介護を支援する情報通信技術のありかたを

研究・ICT利用支援活動を実践して25年。

上の写真は2011年東京大学で開催したモバイル
シ二アネットシンポジウムで会場の辻哲夫先生と
らくらくほんでテレビ電話する大島眞理子さんと

要介護５のお父さん

（当時92才）

下の写真は2005年の電脳ひな祭り

京都から雛人形をパソコンボランティアにみせて
もらう大島さんと、お母さん（当時85才）



老いの孤独と障害を解消するシニアネット



郵便局でシニアネット

地域や小学校で高齢者が
パソコンボランティア活動
記事は読売新聞 2000年



Word（Microsoft）でお絵描き マウスの操作だけでパソコンを楽しむ
図形描画で描くイラスト 高倉幸江さん（７８） 峰尾節子さん（７５）



峰尾節子さんが若宮さんに依頼されて
Wordで描いたiPhoneアプリhinadan
のイラスト



若宮正子さん（８５）のExcelで手芸



電脳ひな祭り・七夕祭り 無料ICT教室



シニアのためのスマホサロン

ひとりひとりの知りたいこと・わからないことにこたえる。
三好みどりさん（６７）



シニアスマホ教室の工夫 IT用語を翻訳
介護ポストセブンサイト
公開日:2019.07.30 / 更新日:2020.07.06 ｜暮らし

• 身近なものにたとえてデジタル用語を解説

• アプリを説明する場合、「OSにインストールするソフトウェア」などと説明され
ても、インストールもソフトウェアもわからない人が多い。

• 「イメージしさやすいように『スマホやタブレットを車だとすると、アプリはカー
ナビやカーラジオのようなもの。使えると便利』」

• アカウントって何ですか？銀行の口座番号のようなもの。「銀行でお金を出し
入れする時の口座番号にあたるのが、ネットでのアカウント。パスワードは、
キャッシュカードの暗証番号のようなもの」

• 記事は女性セブンから受けた取材を介護ポストセブンに転載されたものです。

色々な反響をいただきました。



地域ICTクラブで
プログラミング教室



外出自粛につき
Zoomでスマホ
サロン
ネットイベント



誰もが参加できる
高度情報社会を
めざして

グローバルな草の根
情報コミュニテイつくり




